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佐
吉
の「
こ
ま
犬
」お
出
迎
え

阿
波
神
社
は
富
雄
川
の
西

側
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
祭

神
は
素
佐
之
男
命
で
、
元

は
素
佐
之
男
神
社
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
木
造
の
鳥
居

に
は
「
素
佐
男
社
」
の
額
が

掲
げ
ら
れ
、
江
戸
中
期
に
奉

献
さ
れ
た
常
夜
灯
に
は
牛
頭

天
王
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

境
内
の
末
社
と
し
て
、
雨

乞
い
の
神
と
さ
れ
る
多
度
神

社
、
長
寿
の
神
と
さ
れ
る
多

賀
神
社
の
他
、
野
椎
神
社
が

鎮
座
し
て
い
ま
す
。
昔
、
野

椎
神
社
は
阿
波
神
社
か
ら

南
西
に
約
６
０
０
㍍
離
れ

た
湯
田
ノ
森
と
呼
ば
れ
る
円

形
古
墳
の
上
に
祭
ら
れ
て
お

り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
温
泉

が
湧
き
聖
徳
太
子
が
湯
あ
み

を
し
た
と
の
伝
承
も
あ
り
ま

す
。

本
殿
の
水
垣
前
に
安
置
さ

れ
て
い
る
１
対
の
こ
ま
犬
の

台
座
に
は
、
奉
献
時
期
は
不

明
な
が
ら
、
「
作
師
照
信
花

押
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
時
の
孝
明
天
皇
よ

り
「
日
本
一
」
と
賞
賛
さ
れ

た
と
伝
わ
る
石
工
・
丹
波
佐

吉
の
号
で
、
１
８
５
９
（
安

政
６
）
年
に
造
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
吉
の

作
品
に
見
ら
れ
る
、
筋
肉
質

で
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
形
、

た
て
が
み
の
巻
き
毛
な
ど
の

特
徴
を
持
つ
こ
ま
犬
で
す
。

な
お
、
神
社
の
南
側
に
聖

徳
太
子
の
飽
波
葦
垣
宮
が

あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、

地
名
の
「
阿
波
」
は
、
一
説

に
は
「
飽
波
」
か
ら
の
転
訛

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
古
代
、
こ
の
一
帯
は

飽
波
郷
に
属
し
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

弘
瀬
典
子
）

阿
波
神
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‖
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阿
波
で


